
(57)【要約】

【課題】正確な書き込みデータを行いつつ、書き込み動

作に要する時間を減少する。

【解決手段】供給される電流に応じて発光する発光素子

を備える発光ディスプレイにおいて、発光素子（１４）

を発光させるための駆動電流を発生する駆動電流発生素

子（１０）と、発光素子での発光量についてのデータに

応じた電圧信号及び電流信号が、順次供給されるデータ

ライン（ＤＬ）と、データラインに接続され、発光量に

ついてのデータに応じた電圧信号及び電流信号に基づい

た充電電圧を順次保持する電圧保持素子（Ｃ）と、を備

える。電圧保持素子に保持された電流信号に基づく充電

電圧に応じて前記駆動電流発生素子が発生する駆動電流

を発光素子に供給することで、発光量についてのデータ

応じた正確な駆動電流の発生を可能とすると共に、電圧

保持素子へのデータ書き込みに要する時間を短縮するこ

とを可能とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 供 給 さ れ る 電 流 に 応 じ て 発 光 す る 発 光 素 子 を 備 え る 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 前 記 発 光 素 子 を 発 光 さ せ る た め の 駆 動 電 流 を 発 生 す る 駆 動 電 流 発 生 素 子 と 、
　 前 記 発 光 素 子 で の 発 光 量 に つ い て の デ ー タ に 応 じ た 電 圧 信 号 及 び 電 流 信 号 が 、 順 次 供 給
さ れ る デ ー タ ラ イ ン と 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 前 記 発 光 量 に つ い て の デ ー タ に 応 じ た 前 記 電 圧 信 号 及 び
前 記 電 流 信 号 に 基 づ い た 充 電 電 圧 を 順 次 保 持 す る 電 圧 保 持 素 子 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 電 圧 保 持 素 子 に 保 持 さ れ た 前 記 電 流 信 号 に 基 づ く 充 電 電 圧 に 応 じ て 前 記 駆 動 電 流 発
生 素 子 が 発 生 す る 駆 動 電 流 に 応 じ て 前 記 発 光 素 子 が 発 光 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 デ ィ ス
プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 供 給 さ れ た 前 記 電 圧 信 号 に 基 づ い て 前 記 電 圧 保 持 素 子 が 充 電 さ れ 、
　 前 記 電 圧 信 号 の 次 に 供 給 さ れ る 前 記 電 流 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 駆 動 電 流 発 生 素 子 が 前 記
駆 動 電 流 を 発 生 し 、 か つ 該 駆 動 電 流 発 生 素 子 の 前 記 駆 動 電 流 発 生 時 に 前 記 電 圧 保 持 素 子 が
再 充 電 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 、 そ れ ぞ れ 発 光 量 に つ い て の デ ー タ に 応 じ た 前 記 電 圧 信 号 及 び 前 記
電 流 信 号 を 順 次 切 り 換 え て 供 給 す る 切 換 回 路 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 発 光 デ ィ ス プ レ イ
。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 前 記 駆 動 電 流 発 生 素 子 は 、 ゲ ー ト に 供 給 さ れ る 電 圧 に 応 じ た 駆 動 電 流 を 発 生 す る 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ で あ り 、
　 前 記 電 圧 保 持 素 子 は 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て 、 ゲ ー ト 電 圧 を 保 持
す る 保 持 容 量 素 子 で あ り 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 発 光 素 子 と の 間 に は 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ か ら の 前 記 駆
動 電 流 を 前 記 発 光 素 子 に 供 給 す る か 否 か を 制 御 す る 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を 有 し 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と の 接 続 部 と 、 前 記 デ ー タ ラ
イ ン と の 間 に は 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ が 接 続 さ れ 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と の 間 に は 、 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト
ラ ン ジ ス タ が 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 前 記 電 圧 信 号 が 供 給 さ れ て い る 期 間 中 に 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ
ン ジ ス タ を オ ン し て 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト に 一 端 が 接 続 さ れ て い る 前 記 保
持 容 量 素 子 に 前 記 電 圧 信 号 を 書 き 込 み 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 前 記 電 流 信 号 が 供 給 さ れ て い る 期 間 中 に 、 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト
ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン し 、 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ
ン ジ ス タ を 介 し て 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 前 記 電 流 信 号 の 電 流 値 に 等 し い 前 記 駆 動 電 流 を
流 し 、 か つ 、 該 駆 動 電 流 が 流 れ て い る と き の 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト 電 圧 を 前
記 保 持 容 量 素 子 に 書 き 込 み 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ フ し 、 か つ 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ を オ ン さ せ て 、 該 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 、 前 記 保 持 容 量 素 子 に 書 き 込 ま
れ た 前 記 電 流 信 号 の 電 流 値 に 等 し い 前 記 駆 動 電 流 を 前 記 発 光 素 子 に 供 給 す る こ と を 特 徴 と
す る 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
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　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ が 、 前 記 発 光 素 子 を 有 し 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン は 、 前 記 マ ト リ ク ス の 各 列 の 画 素 に 対 し て 複 数 設 け ら れ 、
　 前 記 マ ト リ ク ス の 隣 接 行 の 画 素 が 、 複 数 の 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 内 、 異 な る デ ー タ ラ イ ン
に ぞ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 前 記 複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ は 、 さ ら に 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 保 持 容 量 素 子 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と を 有 し
、
　 前 記 マ ト リ ク ス の 各 行 に 対 し て 、 電 圧 書 き 込 み 用 の 選 択 ラ イ ン と 電 流 書 き 込 み 用 の 選 択
ラ イ ン が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 電 圧 書 き 込 み 用 の 選 択 ラ イ ン に は 、 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト が
接 続 さ れ 、
　 前 記 電 流 書 き 込 み 用 の 選 択 ラ イ ン に は 、 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト が
接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ が 、 前 記 発 光 素 子 を 有 し 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン は 、 前 記 マ ト リ ク ス の 各 列 の 画 素 に 対 し て 複 数 設 け ら れ 、
　 前 記 マ ト リ ク ス の 隣 接 行 の 画 素 が 、 複 数 の 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 内 、 異 な る デ ー タ ラ イ ン
に ぞ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 前 記 マ ト リ ク ス の 各 行 に 対 し て 、 電 圧 書 き 込 み 用 の 選 択 ラ イ ン と 電 流 書 き 込 み 用 の 選 択
ラ イ ン が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 表 示 回 路 で あ っ て 、
　 ゲ ー ト に 供 給 さ れ る 電 圧 に 応 じ た 駆 動 電 流 を 発 生 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ か ら の 駆 動 電 流 に よ っ て 駆 動 さ れ る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素
子 と 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 の 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ か ら の 前 記 駆 動 電 流 を 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 に 供 給 す る か 否 か
を 制 御 す る 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と の 接 続 部 に 一 端 が 接 続 さ れ
、 他 端 が デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ た 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 一 端 が 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ
た 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト 電 圧 を 保 持 す る 保 持 容 量 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に は 、 発 光 量 に つ い て の デ ー タ に 応 じ た デ ー タ 電 圧 信 号 お よ び デ ー タ
電 流 信 号 を 順 次 供 給 し 、
　 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ お よ び 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ フ し 、 前
記 デ ー タ ラ イ ン に デ ー タ 電 圧 信 号 が 供 給 さ れ て い る 時 に 、 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ を オ ン し て 、 前 記 保 持 容 量 に 前 記 デ ー タ 電 圧 信 号 を 書 き 込 み 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に デ ー タ 電 流 信 号 が 供 給 さ れ て い る と き に 、 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト
ラ ン ジ ス タ を オ ン し て 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を
介 し 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 前 記 デ ー タ 電 流 信 号 を 流 し 、 同 時 に 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ
ン ジ ス タ を 介 し て 、 前 記 保 持 容 量 に 前 記 デ ー タ 電 流 信 号 に 対 応 し た 電 圧 を 書 き 込 み 、
　 次 に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ フ し 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ
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ン ジ ス タ を オ ン し て 、 前 記 保 持 容 量 に 書 き 込 ま れ た 電 圧 に 応 じ た 駆 動 電 流 を 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ に 発 生 さ せ 、 該 駆 動 電 流 を 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
ッ セ ン ス 素 子 に 供 給 し て 発 光 さ せ る こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 表 示 回 路
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 各 画 素 に エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 を 有 し 、 各 画 素 の 発
光 を 制 御 し て 表 示 を 行 う エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、
　 前 記 マ ト リ ク ス の 各 列 に 対 応 し て 複 数 本 の デ ー タ ラ イ ン が 配 置 さ れ 、 前 記 マ ト リ ク ス の
行 毎 に 、 こ の 複 数 本 の デ ー タ ラ イ ン の う ち の 異 な る デ ー タ ラ イ ン が 、 対 応 す る 画 素 に 接 続
さ れ 、
　 前 記 マ ト リ ク ス の 各 列 の 画 素 に 対 し て は 、 表 示 デ ー タ を 前 記 複 数 の デ ー タ ラ イ ン か ら 順
次 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 前 記 複 数 本 の デ ー タ ラ イ ン に 対 し て は 、 そ れ ぞ れ 、 表 示 デ ー タ に つ い て の デ ー タ 電 圧 信
号 お よ び デ ー タ 電 流 信 号 の 両 方 が 切 り 換 え て 供 給 可 能 で あ り 、
　 各 画 素 に デ ー タ 電 圧 と 、 デ ー タ 電 流 を 順 次 供 給 し て 各 画 素 の 表 示 を 制 御 す る こ と を 特 徴
と す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ １ 又 は 請 求 項 １ ２ に エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 前 記 マ ト リ ク ス の 各 行 に は 、 そ れ ぞ れ ２ 本 の 制 御 ラ イ ン が 設 け ら れ 、
　 前 記 各 画 素 は 、 前 記 ２ つ の 制 御 ラ イ ン に よ っ て 制 御 さ れ る 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ を 有 し 、
　 前 記 ２ つ の 制 御 ラ イ ン に よ っ て 、 前 記 各 画 素 に 対 す る デ ー タ 電 圧 信 号 の 書 き 込 み お よ び
デ ー タ 電 流 信 号 の 書 き 込 み を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス
プ レ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｅ Ｌ 素 子 を 駆 動 す る た め の デ ー タ に 応 じ て 発 生 さ れ た 、 デ ー タ 電 圧 と 、 デ ー
タ 電 流 の 両 方 に 応 じ て Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 を 制 御 す る Ｅ Ｌ 表 示 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 発 光 素 子 で あ る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス （ Electroluminescence： 以 下 Ｅ Ｌ ） 素 子
を 各 画 素 に 発 光 素 子 と し て 用 い た Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 自 発 光 型 で あ る と 共 に 、 薄 く 消 費 電 力
が 小 さ い 等 の 有 利 な 点 が あ り 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） や Ｃ Ｒ Ｔ な ど の 表 示 装 置 に 代 わ る
表 示 装 置 と し て 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 、 Ｅ Ｌ 素 子 を 個 別 に 制 御 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） な ど の ス イ ッ チ 素 子 を 各
画 素 に 設 け 、 画 素 毎 に Ｅ Ｌ 素 子 を 制 御 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 高
精 細 な 表 示 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 基 板 上 に 複 数 本 の ゲ ー ト ラ イ ン が 行 方
向 に 延 び 、 複 数 本 の デ ー タ ラ イ ン 及 び 電 源 ラ イ ン が 列 方 向 に 延 び て お り 、 各 画 素 は 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 と 、 選 択 Ｔ Ｆ Ｔ 、 駆 動 用 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 保 持 容 量 を 備 え て い る 。 ゲ ー ト ラ イ ン を 選 択 す
る こ と で 選 択 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン し 、 デ ー タ ラ イ ン 上 の デ ー タ 電 圧 を 保 持 容 量 に 充 電 し 、 こ の 電
圧 で 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン し て 電 源 ラ イ ン か ら の 電 力 を 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 流 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 各 画 素 に お い て 、 制 御 用 の ト ラ ン ジ ス タ と し て ｐ チ ャ ン ネ ル の
２ つ の Ｔ Ｆ Ｔ を 追 加 し 、 デ ー タ ラ イ ン に 表 示 デ ー タ に 応 じ た デ ー タ 電 流 を 流 す 回 路 が 示 さ
れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ に 記 載 の 画 素 回 路 を 図 ５ に 示 す 。 こ の よ う に 、 ｓ ｃ ａ ｎ Ａ に ゲ ー ト が 接
続 さ れ た ｎ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ （ 選 択 Ｔ Ｆ Ｔ ） ３ の 一 端 が 電 流 Ｉ ｗ を 流 す デ ー タ ラ イ ン ｄ ａ
ｔ ａ に 接 続 さ れ 、 他 端 は ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ お よ び ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ （ 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ ）
４ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ １ は 、 他 端 が 電 源 ラ イ ン Ｖ ｄ ｄ に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト が
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 用 の ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ ２ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、
Ｔ Ｆ Ｔ ４ は 、 他 端 が Ｔ Ｆ Ｔ １ お よ び Ｔ Ｆ Ｔ ２ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ
４ の ゲ ー ト は 、 ｓ ｃ ａ ｎ Ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 で は 、 ｓ ｃ ａ ｎ Ａ を Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル と し て Ｔ Ｆ Ｔ ３ を オ ン す る と と も に 、 ｓ ｃ
ａ ｎ Ｂ を Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル と し て Ｔ Ｆ Ｔ ４ を オ ン す る 。 そ し て 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ に 表 示 デ ー
タ に 応 じ た 電 流 Ｉ ｗ を 流 す 。 こ れ に よ っ て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ４ の オ ン に よ り Ｔ Ｆ Ｔ １ は そ の ゲ ー ト
ソ ー ス 間 が 短 絡 さ れ 、 電 流 Ｉ ｗ が 電 圧 に 変 換 さ れ 、 そ の 電 圧 が Ｔ Ｆ Ｔ １ 、 ２ の ゲ ー ト に 設
定 さ れ る 。 そ し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ 、 ４ が オ フ さ れ た 後 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ の ゲ ー ト 電 圧 は 補 助 容 量 Ｃ
に よ っ て 保 持 さ れ る た め 、 そ の 後 も 電 流 Ｉ ｗ に 対 応 し た 電 流 が Ｔ Ｆ Ｔ ２ に 流 れ 、 こ の 電 流
が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ 、 電 流 量 に 応 じ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 発 光 す る 。 そ し て 、 ｓ ｃ ａ ｎ Ｂ を Ｌ ｏ
ｗ と す る こ と で 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ が オ ン し て 、 そ の ゲ ー ト 電 圧 が 上 昇 し 、 補 助 容 量 Ｃ が 放 電 さ れ
て デ ー タ が イ レ ー ズ さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ が オ フ す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 回 路 に よ れ ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ に 電 流 が 流 れ る こ と で 、 こ の 電 流 が 電 圧 に 変 換 さ れ て Ｔ Ｆ
Ｔ １ 及 び Ｔ Ｆ Ｔ ２ の ゲ ー ト 電 圧 が 決 定 さ れ 、 そ の ゲ ー ト 電 圧 に 応 じ て Ｔ Ｆ Ｔ ２ の 電 流 量 が
決 定 さ れ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ の 電 流 量 を デ ー タ 電 流 Ｉ ｗ に 対 し 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 こ の 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 回 路 で は 、 デ ー タ 電 流 Ｉ ｗ を Ｔ Ｆ Ｔ １ に 流 し て 駆 動
Ｔ Ｆ Ｔ ２ の ゲ ー ト 電 圧 を 設 定 し て い る 。 従 っ て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ に 流 れ る 電 流 が 必 ず し も デ ー タ
電 流 に 応 じ た も の と な る 保 証 は な く 、 間 接 指 定 方 式 と 呼 ば れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 非 特 許 文 献 １ に は 、 デ ー タ ラ イ ン に デ ー タ 電 流 を 流 し 、 こ の デ ー タ 電 流 を 駆 動 Ｔ
Ｆ Ｔ に 流 し た 状 態 で 、 補 助 容 量 に 設 定 す る 構 成 の 回 路 が 記 載 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の
方 式 で は 、 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 圧 が デ ー タ 電 流 に よ っ て 直 接 決 定 さ れ る た め 、 直 接 指 定
方 式 と 呼 ば れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の 回 路 を 図 ６ に 示 す 。 電 源 Ｖ ｄ ｄ に は 、 ｐ チ ャ ン ネ ル の 駆 動 Ｔ
Ｆ Ｔ ５ の ソ ー ス が 接 続 さ れ 、 そ の ド レ イ ン に は 、 ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ ６ を 介 し 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の カ ソ ー ド が グ ラ ン ド に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ ５ の ゲ ー ト は 、 ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ ７ を 介 し デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ に 接 続
さ れ る と 共 に 、 補 助 容 量 Ｃ を 介 し 電 源 ラ イ ン Ｖ ｄ ｄ に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 駆 動 Ｔ Ｆ
Ｔ ５ と Ｔ Ｆ Ｔ ６ と の 接 続 点 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ８ を 介 し 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ６ の ゲ ー ト に は 、 行 方 向 に 伸 び る リ ー ド ラ イ ン Ｒ ｅ ａ ｄ が 接 続 さ れ 、 Ｔ
Ｆ Ｔ ７ 、 ８ の ゲ ー ト に は 、 同 じ く 行 方 向 に 伸 び る ラ イ ト ラ イ ン Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ が 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 回 路 に お い て は 、 ま ず デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ に 表 示 デ ー タ に 応 じ た デ ー タ 電 流 を 供 給 し
て い る 状 態 で 、 ラ イ ト ラ イ ン Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ を Ｌ ｏ ｗ レ ベ ル に し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ７ 、 ８ を オ ン し 、
リ ー ド ラ イ ン Ｒ ｅ ａ ｄ を Ｈ ｉ ｇ ｈ に し て Ｔ Ｆ Ｔ ６ を オ フ に す る 。 こ れ に よ っ て 、 デ ー タ ラ
イ ン Ｄ ａ ｔ ａ に 流 れ る デ ー タ 電 流 Ｉ ｄ ａ ｔ ａ が 、 電 源 Ｖ ｄ ｄ か ら 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ ５ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ８
を 介 し 流 れ 、 そ の と き Ｔ Ｆ Ｔ ７ が オ ン と な っ て い る た め 、 Ｔ Ｆ Ｔ ５ の ゲ ー ト 電 圧 が Ｔ Ｆ Ｔ
５ に Ｉ ｄ ａ ｔ ａ が 流 れ て い る 時 の 電 圧 に セ ッ ト さ れ 、 こ の 電 圧 が 補 助 容 量 Ｃ に 保 持 さ れ る
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。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の 後 、 ラ イ ト ラ イ ン Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ を Ｈ ｉ ｇ ｈ 、 リ ー ド ラ イ ン Ｒ ｅ ａ ｄ を Ｌ ｏ ｗ に 設 定 す
る こ と で 、 Ｔ Ｆ Ｔ ７ 、 ８ は オ フ し 、 Ｔ Ｆ Ｔ ６ が オ ン す る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ５ は 補 助 容 量 Ｃ に よ っ て
保 持 さ れ た 電 圧 に ゲ ー ト 電 圧 が 維 持 さ れ る た め 、 電 流 Ｉ ｄ ａ ｔ ａ と 同 一 の 電 流 を 流 し 続 け
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 デ ー タ 電 流 Ｉ ｄ ａ ｔ ａ に 対 応 す る 電 流 Ｉ ｏ ｌ ｅ ｄ を 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ に 流 し 発 光 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 こ の 回 路 に お い て は 、 実 際 に 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ ５ に
、 表 示 デ ー タ に 応 じ た デ ー タ 電 流 Ｉ ｄ ａ ｔ ａ を 流 し て 補 助 容 量 Ｃ に デ ー タ 電 圧 を 書 き 込 む
。 従 っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 駆 動 電 流 Ｉ ｏ ｌ ｅ ｄ を 正 確 に 設 定 が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ７ ６ ５ ９ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 R.Hattori et. al., IECE TRANS. ELCTRON., Vol. E83-C, No.5, pp.77
9-782, May(2000)
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 の よ う に 、 直 接 指 定 方 式 に よ れ ば 、 よ り 正 確 な 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 電 流 制 御 が 行 え
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し 、 こ の 回 路 で は 、 最 小 ビ デ オ デ ー タ に 相 当 す る 電 流 値 （ 最 小 電 流 ） を そ の ま ま 補
助 容 量 Ｃ に 書 き 込 む 。 階 調 数 が 少 な い と き に は 、 こ の 最 小 電 流 値 を あ る 程 度 大 き な 値 に す
る こ と が で き た が 、 高 精 細 な 表 示 を 行 う た め に 、 階 調 数 を 多 く す る と 、 最 小 電 流 値 が 非 常
に 小 さ な も の な る 。 こ の よ う な 小 さ な 電 流 に 対 応 し た デ ー タ 電 流 に 応 じ て 補 助 容 量 の 充 電
電 圧 を 確 実 に 設 定 す る た め に は 、 １ 画 素 に つ い て の デ ー タ の 書 き 込 み に 要 す る 時 間 が か な
り 大 き く な っ て し ま う 。 従 っ て 、 こ の 直 接 指 定 方 式 で は 、 画 素 数 が 多 く 、 階 調 数 が 多 い 表
示 を 行 う こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 間 接 指 定 方 式 で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ と Ｔ Ｆ Ｔ ２ の サ イ ズ （ 比 ） を 変 更 し て お く こ と で 、
最 小 ビ デ オ デ ー タ に 相 当 す る 書 き 込 み 電 流 を 比 較 的 大 き く 設 定 す る こ と が で き 、 書 き 込 み
時 間 を 小 さ く で き る 。 し か し 、 上 述 の よ う に 、 こ の 間 接 指 定 方 式 で は 、 書 き 込 み デ ー タ の
正 確 性 と い う 点 で 直 接 指 定 方 式 に 劣 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 正 確 な 書 き 込 み デ ー タ を 行 い つ つ 、 書 き 込 み 動 作 に 要 す る 時 間 を 減 少 す る こ
と に 関 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 供 給 さ れ る 電 流 に 応 じ て 発 光 す る 発 光 素 子 を 備 え る 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い
て 、 前 記 発 光 素 子 を 発 光 さ せ る た め の 駆 動 電 流 を 発 生 す る 駆 動 電 流 発 生 素 子 と 、 前 記 発 光
素 子 で の 発 光 量 に つ い て の デ ー タ に 応 じ た 電 圧 信 号 及 び 電 流 信 号 が 、 順 次 供 給 さ れ る デ ー
タ ラ イ ン と 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 前 記 発 光 量 に つ い て の デ ー タ に 応 じ た 前 記 電
圧 信 号 及 び 前 記 電 流 信 号 に 基 づ い た 充 電 電 圧 を 順 次 保 持 す る 電 圧 保 持 素 子 と 、 を 備 え 、 前
記 電 圧 保 持 素 子 に 保 持 さ れ た 前 記 電 流 信 号 に 基 づ く 充 電 電 圧 に 応 じ て 前 記 駆 動 電 流 発 生 素
子 が 発 生 す る 駆 動 電 流 に 応 じ て 前 記 発 光 素 子 が 発 光 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 上 記 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 供 給 さ れ
た 前 記 電 圧 信 号 に 基 づ い て 前 記 電 圧 保 持 素 子 が 充 電 さ れ 、 前 記 電 圧 信 号 の 次 に 供 給 さ れ る
前 記 電 流 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 駆 動 電 流 発 生 素 子 が 前 記 駆 動 電 流 を 発 生 し 、 か つ 該 駆 動 電
流 発 生 素 子 の 前 記 駆 動 電 流 発 生 時 に 前 記 電 圧 保 持 素 子 が 再 充 電 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 上 記 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 、 そ れ ぞ
れ 発 光 量 に つ い て の デ ー タ に 応 じ た 前 記 電 圧 信 号 及 び 前 記 電 流 信 号 を 順 次 切 り 換 え て 供 給
す る 切 換 回 路 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 電 圧 保 持 素 子 に お い て 、 デ ー タ ラ イ ン に 設 定 さ れ た 電 圧 を 保 持 し た 後 、 デ
ー タ ラ イ ン に 設 定 さ れ た 電 流 に 応 じ た 電 圧 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 デ ー タ ラ イ ン に 電 圧 を 設 定 す る こ と で 、 電 圧 保 持 素 子 の 充 電 電 圧 を 早 期 に 所 定 電 圧 に 設
定 し 、 そ の 後 に デ ー タ ラ イ ン に 設 定 さ れ る 電 流 に よ り 電 圧 保 持 素 子 の 充 電 電 圧 を 正 確 に 設
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 上 記 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 前 記 駆 動 電 流 発 生 素 子 は 、 ゲ
ー ト に 供 給 さ れ る 電 圧 に 応 じ た 駆 動 電 流 を 発 生 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 前 記 電 圧 保
持 素 子 は 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て 、 ゲ ー ト 電 圧 を 保 持 す る 保 持 容 量
素 子 で あ り 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 発 光 素 子 と の 間 に は 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ か
ら の 前 記 駆 動 電 流 を 前 記 発 光 素 子 に 供 給 す る か 否 か を 制 御 す る 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
を 有 し 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と の 接 続 部 と 、 前 記 デ
ー タ ラ イ ン と の 間 に は 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ が 接 続 さ れ 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン と 、
前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト と の 間 に は 、 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ が 接 続 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 上 記 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複
数 の 画 素 の そ れ ぞ れ が 、 前 記 発 光 素 子 を 有 し 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン は 、 前 記 マ ト リ ク ス の 各
列 の 画 素 に 対 し て 複 数 設 け ら れ 、 前 記 マ ト リ ク ス の 隣 接 行 の 画 素 が 、 複 数 の 前 記 デ ー タ ラ
イ ン の 内 、 異 な る デ ー タ ラ イ ン に ぞ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 上 記 発 光 デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 前 記 複 数 の 画 素 の そ れ ぞ れ は
、 さ ら に 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 保 持 容 量 素 子 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 書 き 込 み 制 御
ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と を 有 し 、 前 記 マ ト リ ク ス の 各 行 に 対 し
て 、 電 圧 書 き 込 み 用 の 選 択 ラ イ ン と 電 流 書 き 込 み 用 の 選 択 ラ イ ン が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て お
り 、 前 記 電 圧 書 き 込 み 用 の 選 択 ラ イ ン に は 、 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト
が 接 続 さ れ 、 前 記 電 流 書 き 込 み 用 の 選 択 ラ イ ン に は 、 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
の ゲ ー ト が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 上 記 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン
に 前 記 電 圧 信 号 が 供 給 さ れ て い る 期 間 中 に 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン し て
、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 ゲ ー ト に 一 端 が 接 続 さ れ て い る 前 記 保 持 容 量 素 子 に 前 記 電
圧 信 号 を 書 き 込 み 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 前 記 電 流 信 号 が 供 給 さ れ て い る 期 間 中 に 、 前 記 第
１ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン し 、 前 記 第 １
書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 前 記 電 流 信 号 の 電 流 値 に 等 し
い 前 記 駆 動 電 流 を 流 し 、 か つ 、 該 駆 動 電 流 が 流 れ て い る と き の 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 前
記 ゲ ー ト 電 圧 を 前 記 保 持 容 量 素 子 に 書 き 込 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス
タ を オ フ し 、 か つ 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン さ せ て 、 該 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ を 介 し て 、 前 記 保 持 容 量 素 子 に 書 き 込 ま れ た 前 記 電 流 信 号 の 電 流 値 に 等 し い 前 記 駆 動
電 流 を 前 記 発 光 素 子 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 表 示 回 路 で あ っ て 、 ゲ ー ト に
供 給 さ れ る 電 圧 に 応 じ た 駆 動 電 流 を 発 生 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
か ら の 駆 動 電 流 に よ っ て 駆 動 さ れ る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 と 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ
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ス タ と 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 の 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ か ら の
前 記 駆 動 電 流 を 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 に 供 給 す る か 否 か を 制 御 す る 駆 動 電 流
制 御 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と の 接 続
部 に 一 端 が 接 続 さ れ 、 他 端 が デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ た 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と
、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 一 端 が 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ
た 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト
電 圧 を 保 持 す る 保 持 容 量 と 、 を 有 し 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に は 、 発 光 量 に つ い て の デ ー タ に
応 じ た デ ー タ 電 圧 信 号 お よ び デ ー タ 電 流 信 号 を 順 次 供 給 し 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス
タ お よ び 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ フ し 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に デ ー タ 電 圧 信
号 が 供 給 さ れ て い る 時 に 、 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン し て 、 前 記 保 持 容 量
に 前 記 デ ー タ 電 圧 信 号 を 書 き 込 み 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に デ ー タ 電 流 信 号 が 供 給 さ れ て い る
と き に 、 前 記 第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン し て 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記
第 １ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 前 記 デ ー タ 電 流 信 号 を 流 し 、
同 時 に 前 記 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 、 前 記 保 持 容 量 に 前 記 デ ー タ 電 流 信 号
に 対 応 し た 電 圧 を 書 き 込 み 、 次 に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 書 き 込 み 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ フ
し 、 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン し て 、 前 記 保 持 容 量 に 書 き 込 ま れ た 電 圧 に 応 じ
た 駆 動 電 流 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 発 生 さ せ 、 該 駆 動 電 流 を 前 記 駆 動 電 流 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
を 介 し て エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 に 供 給 し て 発 光 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 各 画 素 に エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ
セ ン ス 素 子 を 有 し 、 各 画 素 の 発 光 を 制 御 し て 表 示 を 行 う エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス
プ レ イ で あ っ て 、 前 記 マ ト リ ク ス の 各 列 に 対 応 し て 複 数 本 の デ ー タ ラ イ ン が 配 置 さ れ 、 前
記 マ ト リ ク ス の 行 毎 に 、 こ の 複 数 本 の デ ー タ ラ イ ン の う ち の 異 な る デ ー タ ラ イ ン が 、 対 応
す る 画 素 に 接 続 さ れ 、 前 記 マ ト リ ク ス の 各 列 の 画 素 に 対 し て は 、 表 示 デ ー タ を 前 記 複 数 の
デ ー タ ラ イ ン か ら 順 次 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 複 数 本 の デ ー タ ラ イ ン を 設 け る こ と で 、 複 数 行 の 画 素 に 対 し 、 デ ー タ を 同
時 に 書 き 込 む こ と が で き 、 全 体 と し て の 書 き 込 み 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 上 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
前 記 複 数 本 の デ ー タ ラ イ ン に 対 し て は 、 そ れ ぞ れ 、 表 示 デ ー タ に つ い て の デ ー タ 電 圧 信 号
お よ び デ ー タ 電 流 信 号 の 両 方 が 切 り 換 え て 供 給 可 能 で あ り 、 各 画 素 に デ ー タ 電 圧 と 、 デ ー
タ 電 流 を 順 次 供 給 し て 各 画 素 の 表 示 を 制 御 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 上 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
前 記 マ ト リ ク ス の 各 行 に は 、 そ れ ぞ れ ２ 本 の 制 御 ラ イ ン が 設 け ら れ 、 前 記 各 画 素 は 、 前 記
２ つ の 制 御 ラ イ ン に よ っ て 制 御 さ れ る 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ を 有 し 、 前 記 ２ つ の 制 御 ラ イ ン
に よ っ て 、 前 記 各 画 素 に 対 す る デ ー タ 電 圧 信 号 の 書 き 込 み お よ び デ ー タ 電 流 信 号 の 書 き 込
み を 制 御 し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 電 圧 保 持 素 子 に お い て 、 デ ー タ ラ イ ン に 設 定 さ
れ た 電 圧 を 保 持 し た 後 、 デ ー タ ラ イ ン に 設 定 さ れ た 電 流 に 応 じ た 電 圧 を 保 持 す る 。 デ ー タ
ラ イ ン に 電 圧 を 設 定 す る こ と で 、 電 圧 保 持 素 子 の 充 電 電 圧 を 早 期 に 所 定 電 圧 に 設 定 し 、 そ
の 後 に デ ー タ ラ イ ン に 設 定 さ れ る 電 流 に よ り 電 圧 保 持 回 路 の 充 電 電 圧 を 正 確 に 設 定 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 図 １ は 、 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 電 源 Ｖ ｄ ｄ に は 、 ｐ チ ェ ン ネ ル の Ｔ Ｆ Ｔ １ ０
の ソ ー ス が 接 続 さ れ 、 そ の ド レ イ ン に は 、 ｎ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ を 介 し 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １
４ の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ の カ ソ ー ド が グ ラ ン ド に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ の ゲ ー ト は 、 ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ に よ り デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ に （ Ｄ
Ｌ １ 、 Ｄ Ｌ ２ ） 接 続 さ れ る と 共 に 、 補 助 容 量 Ｃ を 介 し 、 電 源 ラ イ ン Ｖ ｄ ｄ に 接 続 さ れ て い
る 。 さ ら に 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ と Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ と の 接 続 点 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ を 介 し 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ
Ｌ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ の ゲ ー ト に は 、 行 方 向 に 伸 び る ラ イ ト ラ イ ン Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ が 接 続 さ
れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ 、 １ ２ の ゲ ー ト に は 、 同 じ く 行 方 向 に 伸 び る ラ イ ト ラ イ ン Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ が
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ と し て 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ と 、
第 ２ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ ２ の ２ 本 を 各 列 （ カ ラ ム ） に 対 応 し て 設 け て あ る 。 そ し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ
１ ６ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ が 、 １ 行 お き に 第 １ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ と 、 第 ２ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ ２ に
交 互 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ 、 Ｄ Ｌ ２ は 、 そ れ ぞ れ ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ Ｗ
２ を 介 し 、 電 流 ビ デ オ 信 号 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ お よ び 電 圧 動 作 信 号 Ｖ ｏ ｐ ｅ の い ず れ か が 切 り 換
え 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ は 、 信 号 Ｓ Ｗ １ － Ｉ が Ｈ ｉ ｇ ｈ の
時 に Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を 選 択 し 、 Ｓ Ｗ １ － Ｖ が Ｈ ｉ ｇ ｈ の 時 に Ｖ ｏ ｐ ｅ を 選 択 す る 。 ま た 、 ス
イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ は 、 信 号 Ｓ Ｗ ２ － Ｉ が Ｈ ｉ ｇ ｈ の 時 に Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を 選 択 し 、 Ｓ Ｗ ２ － Ｖ が
Ｈ ｉ ｇ ｈ の 時 に Ｖ ｏ ｐ ｅ を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う な 回 路 に お け る 各 種 制 御 ク ロ ッ ク に つ い て 、 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
２ つ の ク ロ ッ ク Ｃ Ｋ Ｖ １ 、 Ｃ Ｋ Ｖ ２ は 、 １ つ お き の 行 （ 水 平 ラ イ ン ） の 画 素 回 路 へ 供 給 す
る 信 号 の 制 御 の た め に 、 １ Ｈ （ １ 水 平 期 間 ） 毎 に 相 補 的 に Ｈ ｉ ｇ ｈ ， Ｌ ｏ ｗ を 繰 り 返 す 。
す な わ ち 、 ク ロ ッ ク Ｃ Ｋ Ｖ １ が Ｈ ｉ ｇ ｈ の 期 間 は ク ロ ッ ク Ｃ Ｋ Ｖ ２ が Ｌ ｏ ｗ と な り 、 こ れ
を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 各 行 毎 の ラ イ ト 信 号 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ ， Ｖ － ２ ， Ｖ － ３ ， ・ ・ ・ は 、 そ れ ぞ れ ２ Ｈ 期 間
Ｌ ｏ ｗ に な る が 、 こ の Ｌ ｏ ｗ と な る タ イ ミ ン グ が 隣 接 行 間 に お い て １ Ｈ 期 間 ず つ 順 次 ず れ
て い る 。 Ｃ Ｋ Ｖ １ が Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る タ イ ミ ン グ か ら ２ ク ロ ッ ク 期 間 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ が Ｌ
ｏ ｗ と な り 、 こ れ に 対 し １ Ｈ 期 間 ず れ て 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － ２ 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － ３ が 順 次 Ｌ
ｏ ｗ と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 ラ イ ト 信 号 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｉ － １ ， Ｉ － ２ ， Ｉ － ３ ， ・ ・ ・ は 、 そ れ ぞ れ ラ イ ト 信 号
Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ ， Ｖ － ２ ， Ｖ － ３ の Ｌ ｏ ｗ の 後 半 の １ Ｈ 期 間 に Ｌ ｏ ｗ と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ の 制 御 信 号 Ｓ Ｗ １ － Ｖ は 、 ラ イ ト 信 号 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ ， Ｖ －
３ ， Ｖ － ５ ， ・ ・ ・ が Ｌ ｏ ｗ の 期 間 の 前 半 に Ｈ ｉ ｇ ｈ と な り 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ を Ｖ ｏ
ｐ ｅ に 接 続 し 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ の 制 御 信 号 Ｓ Ｗ ２ － Ｖ は 、 ラ イ ト 信 号 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － ２ ，
Ｖ － ４ ， Ｖ － ６ ， ・ ・ ・ が Ｌ ｏ ｗ の 期 間 の 前 半 に Ｈ ｉ ｇ ｈ と な り 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ を
Ｖ ｏ ｐ ｅ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ の 制 御 信 号 Ｓ Ｗ １ － Ｉ は 、 ラ イ ト 信 号 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｉ － １ ， Ｉ － ３
， Ｉ － ５ ， ・ ・ ・ が Ｌ ｏ ｗ の 期 間 に Ｈ ｉ ｇ ｈ と な り 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ ２ を Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ
に 接 続 し 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ の 制 御 信 号 Ｓ Ｗ ２ － Ｉ は 、 ラ イ ト 信 号 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｉ － ２ ， Ｉ －
４ ， Ｉ － ６ ， ・ ・ ・ が Ｌ ｏ ｗ の 期 間 に Ｈ ｉ ｇ ｈ と な り 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ ２ を Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ
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ｏ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 こ の よ う な 信 号 に よ る 各 画 素 回 路 の 動 作 に つ い て １ つ の 画 素 （ 図 に お け る 上 の
画 素 ） に お け る 動 作 を 例 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ｓ Ｗ １ － Ｖ が Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る こ と に よ っ て 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が Ｖ ｏ ｐ ｅ を 選 択 す る 。 ま
た 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ が Ｌ ｏ ｗ で あ り 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｉ － １ が Ｈ ｉ ｇ ｈ で あ る こ と に よ っ て
、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ ， Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ が オ フ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ６ が オ ン と な り 、 Ｖ ｏ ｐ ｅ が 補 助 容 量 Ｃ に 充
電 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ の ゲ ー ト 電 位 に セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ こ で 、 こ の Ｖ ｏ ｐ ｅ は 、 そ の 画 素 に つ い て の 輝 度 デ ー タ （ Ｒ Ｇ Ｂ 別 の デ ー タ で あ れ ば
、 Ｒ Ｇ Ｂ 別 の 輝 度 デ ー タ ） に 基 づ い た 電 圧 値 で あ り 、 こ の 電 圧 の 供 給 に よ っ て 、 補 助 容 量
Ｃ の 充 電 は 早 期 に 完 了 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 Ｓ Ｗ １ － Ｖ が Ｌ ｏ ｗ と な り Ｓ Ｗ １ － Ｉ が Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る 。 こ れ に よ っ て ス イ ッ チ
Ｓ Ｗ １ が Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を 選 択 す る 。 ま た 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ が Ｌ ｏ ｗ を 維 持 す る が 、 Ｗ ｒ
ｉ ｔ ｅ Ｉ － １ が Ｌ ｏ ｗ と な る こ と に よ っ て 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ が オ ン し 、 電 源 Ｖ ｄ ｄ か ら Ｔ Ｆ Ｔ
１ ０ の ソ ー ス － ド レ イ ン 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ８ の ソ ー ス － ド レ イ ン を 介 し 、 電 流 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ が 流
れ る 。 そ し て 、 こ の 電 流 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ が Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ を 流 れ て い る 状 態 に お け る Ｔ Ｆ Ｔ １ ０
の ゲ ー ト 電 圧 が 補 助 容 量 Ｃ に 書 き 込 ま れ る 。 こ こ で 、 上 述 の よ う に Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ の ゲ ー ト 電
圧 は Ｖ ｏ ｐ ｅ に よ り 、 予 備 的 に セ ッ ト さ れ て お り 、 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ に よ る 充 放 電 量 は わ ず か
で あ り 、 多 階 調 表 示 に お け る 小 さ な 最 小 輝 度 電 流 に よ っ て も 、 早 期 に 充 放 電 を 完 了 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う に し て 、 輝 度 デ ー タ の 書 き 込 み が 終 了 し 、 次 に 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ
ｅ Ｉ － １ が Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る 。 こ れ に よ っ て 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ が オ ン に な り 、 電 源 Ｖ ｄ ｄ か ら の
電 流 が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ に 流 れ る 。 上 述 の よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ の ゲ ー ト 電 圧 は 、 Ｉ ｖ ｉ ｄ
ｅ ｏ が 流 れ て い る と き の 電 圧 に セ ッ ト さ れ 、 こ の 電 圧 が 補 助 容 量 Ｃ に よ り 保 持 さ れ て い る
。 そ こ で 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ に 流 れ る 電 流 が Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ と 同 一 に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ に Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を 流 し て そ の ゲ ー ト 電
位 を セ ッ ト す る 直 接 指 定 方 式 で あ り 、 正 確 な 電 流 制 御 を 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 ゲ ー
ト 電 圧 を 予 め Ｖ ｏ ｐ ｅ に よ っ て セ ッ ト す る こ と が で き る た め 、 輝 度 デ ー タ の 書 き 込 み に 要
す る 時 間 を 大 幅 に 短 縮 し て 、 多 階 調 の 表 示 に も 容 易 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 入 力 す る 電 圧 Ｖ ｏ ｐ ｅ に つ い て 、 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 こ の 電 圧 Ｖ ｏ ｐ ｅ は
、 ビ デ オ 情 報 を 直 接 意 味 す る 電 圧 で は な く 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ に 流 す 輝 度 情 報 で あ る 電 流
信 号 Ｉ ｏ ｌ ｅ ｄ を 流 す Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ の 動 作 点 を 設 定 す る た め の 電 圧 情 報 で あ る 。 す な わ ち 、
輝 度 情 報 に 対 応 し 、 か つ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ に 流 す 電 流 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４
に 流 れ る 電 流 Ｉ ｏ ｌ ｅ ｄ と ほ ぼ 等 し い は ず で あ る （ Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ ≒ Ｉ ｏ ｌ ｅ ｄ ） 。 そ し て
、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ 、 １ ８ を Ｏ Ｎ し て 、 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を 流 し て い る 時 で あ れ ば 、 Ｖ ｏ ｐ ｅ は 、 こ
れ ら の オ ン 抵 抗 を Ｖ ｄ ｄ か ら 減 算 し た 値 で あ り 、 Ｖ ｏ ｐ ｅ ＝ Ｖ ｄ ｄ － （ Ｖ ｓ ｄ ＋ Ｖ T F T 1 8

） と な る 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ に 電 流 Ｉ ｏ ｌ ｅ ｄ を 流 し て い る と き で あ れ ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ
１ ２ の オ ン 抵 抗 Ｖ T F T 1 2 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の オ ン 抵 抗 Ｖ ｏ ｌ ｅ ｄ と 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ の ゲ ー ト
ド レ イ ン 間 電 圧 Ｖ ｇ ｄ の 和 、 す な わ ち Ｖ ｏ ｐ ｅ ＝ Ｖ ｏ ｌ ｅ ｄ ＋ Ｖ T F T 1 2 ＋ Ｖ ｇ ｄ と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 Ｖ ｏ ｐ ｅ は 決 定 で き る 。 そ し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ や 、 各 Ｔ Ｆ Ｔ の 特
性 は 予 め 分 か っ て い る た め 、 輝 度 信 号 に 応 じ て た Ｖ ｏ ｐ ｅ を 求 め る こ と が で き る 。 そ こ で
、 画 素 設 計 を 行 う 際 に 、 予 め シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 、 入 力 輝 度 信 号 を Ｖ ｏ ｐ ｅ に 変 換 す
る た め の 関 係 曲 線 を 求 め て お き 、 こ の 曲 線 に 基 づ き 変 換 を 行 う 回 路 を 設 け 、 こ の 出 力 を Ｖ
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ｏ ｐ ｅ と し て 供 給 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ に 並 列 し て 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ ２ を 有 し て
い る 。 そ し て 、 垂 直 方 向 に 並 ぶ 各 画 素 は 、 １ 行 ご と 交 互 に デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ 、 Ｄ Ｌ ２ に
接 続 さ れ 、 列 方 向 の 各 画 素 に は 、 ク ロ ッ ク Ｃ Ｋ Ｖ １ の １ Ｈ 分 （ １ 水 平 走 査 期 間 分 ） ず れ た
タ イ ミ ン グ で 、 Ｖ ｏ ｐ ｅ の 書 き 込 み 、 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ の 書 き 込 み が 行 わ れ る 。 従 っ て 、 垂 直
方 向 の 各 画 素 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ の 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ は 、 そ れ ぞ れ １ Ｈ 分 ず れ る 。 そ し
て 、 Ｄ Ｌ １ は 、 ２ Ｈ で １ ラ イ ン 目 の 画 素 へ の デ ー タ を 書 き 込 ん だ 後 、 次 の ２ Ｈ で ３ ラ イ ン
目 の 画 素 へ の デ ー タ の 書 き 込 み を 行 い 、 こ れ を 奇 数 行 の 画 素 に 順 次 行 う 。 ま た 、 Ｄ Ｌ ２ は
、 ２ ラ イ ン 目 の 画 素 へ の デ ー タ を 書 き 込 ん だ 後 、 ４ ラ イ ン 目 の 画 素 へ の デ ー タ の 書 き 込 み
を 行 い 、 こ れ を 偶 数 の 画 素 に 順 次 行 う 。 そ し て 、 １ 行 目 の 画 素 へ の デ ー タ 書 き 込 み に 対 し
、 ２ 行 目 の 画 素 へ の デ ー タ 書 き 込 み は 、 １ Ｈ だ け 後 に な っ て い る 。 そ こ で 、 １ 行 目 の 画 素
か ら 、 下 の 行 に 向 け て １ Ｈ 毎 に 順 次 書 き 込 み が 行 わ れ る こ と に な る 。 こ の た め 、 １ 画 素 に
つ い て の デ ー タ 書 き 込 み に は Ｖ ｏ ｐ ｅ の 書 き 込 み に １ Ｈ 、 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ の 書 き 込 み に １ Ｈ
の 合 計 ２ ク ロ ッ ク を 要 す る が 、 １ 列 の デ ー タ 書 き 込 み に 要 す る 時 間 は 、 １ ラ イ ン に １ Ｈ で
デ ー タ 書 き 込 み を 行 っ た 場 合 と 同 様 と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 上 述 の 説 明 で は 、 １ 列 の 画 素 に つ い て の み 説 明 し た が 、 実 際 に は 、 １ Ｈ 期 間 に 、
１ 行 分 の 全 画 素 に つ い て の 電 圧 （ Ｖ ｏ ｐ ｅ ） 書 き 込 み を 順 次 行 い 、 次 の １ Ｈ 期 間 に １ 行 分
の 全 画 素 に つ い て の 電 流 （ Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ ） 書 き 込 み を 行 う 。 そ し て 、 １ つ の 行 の 画 素 に 対
し て 、 電 流 書 き 込 み を 行 っ て い る 場 合 に は 、 次 の 行 の 画 素 に 対 し て 、 電 圧 書 き 込 み を 並 列
し て 行 う 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 特 に 、 電 圧 書 き 込 み は 、 １ Ｈ の 期 間 で １ 行 （ １ 水 平 ラ イ ン ） の 全 画 素 分 の Ｖ ｏ ｐ ｅ を Ｄ
Ｌ １ ま た は Ｄ Ｌ ２ に 順 次 出 力 す る 点 順 次 方 式 と し 、 電 流 書 き 込 み は 、 １ Ｈ の 期 間 に １ ラ イ
ン の 全 画 素 分 の Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を Ｄ Ｌ １ ま た は Ｄ Ｌ ２ の 一 度 に 載 せ て 行 う 線 順 次 方 式 と す る
こ と が 好 適 で あ る 。 ま た 、 電 流 書 き 込 み に つ い て は 、 １ 行 上 の 画 素 を 水 平 方 向 に 複 数 の ブ
ロ ッ ク に 分 割 し 、 こ の ブ ロ ッ ク ご と に そ の ブ ロ ッ ク 内 の Ｄ Ｌ １ ま た は Ｄ Ｌ ２ に Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ
ｏ の デ ー タ を 並 行 し て の せ る ブ ロ ッ ク 順 次 方 式 で 行 っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 ブ ロ ッ ク の 数
Ｎ （ Ｎ ： 水 平 方 向 で の 分 割 数 ） は 、 １ Ｈ 期 間 を 電 流 書 き 込 み 時 間 で 割 っ た 数 で 決 定 す る 。
例 え ば 、 電 流 書 き 込 み 時 間 を ｔ ｗ と す る と 、 Ｎ ＝ １ Ｈ ÷ ｔ ｗ と な る 。 こ れ に よ っ て 、 確 実
に 電 流 書 き 込 み を 終 了 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ４ に は 、 上 述 の よ う な 信 号 を 各 画 素 回 路 に 供 給 す る た め の 周 辺 回 路 の 構 成 を 示 し て あ
る 。 水 平 シ フ ト レ ジ ス タ ３ ０ は 、 １ 水 平 ラ イ ン の 各 画 素 へ の デ ー タ 書 き 込 み の タ イ ミ ン グ
を 制 御 す る 信 号 を 出 力 す る 。 す な わ ち 、 １ 画 素 毎 に ビ デ オ デ ー タ （ こ の 場 合 に は 、 Ｖ ｏ ｐ
ｅ ） に 応 じ た タ イ ミ ン グ の ド ッ ト ク ロ ッ ク Ｃ Ｋ Ｈ １ 、 Ｃ Ｋ Ｈ ２ に よ り 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル （
Ｓ Ｔ Ｈ ： 水 平 ス タ ー ト パ ル ス ） を １ ド ッ ト ク ロ ッ ク の 期 間 毎 に 転 送 し 、 水 平 方 向 の 画 素 を
順 次 選 択 す る 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 水 平 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｈ Ｓ Ｒ ） ３ ０ の 出 力 は 、 １ 列 に 対 応 し て ２ つ 設 け ら れ た ア ン
ド ゲ ー ト Ａ Ｎ Ｄ １ 、 ２ に 入 力 さ れ る 。 ア ン ド ゲ ー ト Ａ Ｎ Ｄ １ に は 、 Ｃ Ｋ Ｖ １ が 入 力 さ れ 、
ア ン ド ゲ ー ト Ａ Ｎ Ｄ ２ に は 、 Ｃ Ｋ Ｖ ２ が 入 力 さ れ て い る 。 そ こ で 、 Ｃ Ｋ Ｖ １ が Ｈ ｉ ｇ ｈ の
際 に は 、 Ａ Ｎ Ｄ １ か ら 活 性 化 ク ロ ッ ク （ Ｈ ク ロ ッ ク ） が 出 力 さ れ 、 Ｃ Ｋ Ｖ ２ が Ｈ ｉ ｇ ｈ の
時 に Ａ Ｎ Ｄ ２ か ら 活 性 化 ク ロ ッ ク が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 Ａ Ｎ Ｄ １ の 出 力 は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ － Ｖ の 制 御 信 号 と な り 、 Ａ Ｎ Ｄ ２ の 出 力 は 、 ス イ ッ
チ Ｓ Ｗ ２ － Ｖ の 制 御 信 号 と な る 。 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ － Ｖ は 、 Ｖ ｏ ｐ ｅ と 、 Ｄ Ｌ １ を 接 続 し 、
ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ － Ｖ は 、 Ｖ ｏ ｐ ｅ と 、 Ｄ Ｌ ２ を 接 続 す る 。 従 っ て 、 Ｃ Ｋ Ｖ １ が Ｈ ｉ ｇ ｈ で
あ る １ Ｈ の 期 間 時 に は 、 Ｓ Ｗ １ － Ｖ が オ ン に な り Ｄ Ｌ １ に 画 素 毎 に 変 化 す る Ｖ ｏ ｐ ｅ が 供
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給 さ れ る 。 ま た 、 Ｃ Ｋ Ｖ １ が Ｌ ｏ ｗ と な り 、 Ｃ Ｋ Ｖ ２ が Ｈ ｉ ｇ ｈ と な る １ Ｈ の 期 間 に お い
て は 、 Ｓ Ｗ ２ － Ｖ が オ ン に な り 、 Ｖ ｏ ｐ ｅ が Ｄ Ｌ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 方 、 こ の Ｖ ｏ ｐ ｅ が Ｄ Ｌ ２ に 供 給 さ れ て い る １ Ｈ 期 間 に お い て は 、 Ｓ Ｗ １ － Ｉ が オ ン
に な り 、 Ｄ Ｌ １ に は 、 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ が 供 給 さ れ る 。 こ こ で 、 こ の Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ は 、 点 順 次
の 供 給 で は な く 、 線 順 次 ま た は ブ ロ ッ ク 順 次 の デ ー タ で あ る 。 そ こ で 、 画 素 毎 に 変 化 す る
ビ デ オ デ ー タ に 基 づ く 電 流 を 、 １ Ｈ 期 間 、 該 当 す る 列 の 各 画 素 に 流 す 必 要 が あ る 。 こ の た
め に は 、 水 平 の 画 素 数 に 対 応 し た 電 流 源 を 設 け 、 こ こ か ら そ れ ぞ れ 電 流 を 発 生 し 、 こ れ を
Ｓ Ｗ １ － Ｉ 、 Ｓ Ｗ ２ － Ｉ な ど か ら 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 外 部 回 路 な ど か ら 供 給 さ れ る ビ デ オ 信 号 が 電 圧 信 号 で あ れ ば 、 こ れ を サ ン プ リ ン
グ し 、 サ ン プ リ ン グ し た 値 に よ っ て 、 電 流 を 発 生 す る よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 電 圧
信 号 を 所 望 の 補 助 容 量 に 充 電 し 、 こ の 補 助 容 量 に 充 電 さ れ た 電 圧 で ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 し
て 電 流 を 発 生 す れ ば 、 こ れ が 各 列 の Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ の 電 流 源 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 垂 直 方 向 に は 、 Ｃ Ｋ Ｖ １ 、 Ｃ Ｋ Ｖ ２ が 入 力 さ れ る 垂 直 シ フ ト レ ジ ス タ ３ ２ （ Ｖ Ｓ
Ｒ １ ～ Ｖ Ｓ Ｒ ｎ ） が 設 け ら れ て い る 。 垂 直 シ フ ト レ ジ ス タ ３ ２ は 、 Ｃ Ｋ Ｖ １ 、 Ｃ Ｋ Ｖ ２ に
応 じ て 、 例 え ば 垂 直 ス タ ー ト パ ル ス （ Ｓ Ｔ Ｖ ） を 順 次 転 送 し 、 各 行 の レ ジ ス タ が そ れ ぞ れ
２ Ｈ 期 間 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル と な る 選 択 信 号 を 出 力 す る 。 ま た 、 こ の 選 択 信 号 が Ｈ ｉ ｇ ｈ レ
ベ ル と な る タ イ ミ ン グ は 、 １ 水 平 ラ イ ン 毎 に １ Ｈ 期 間 だ け ず れ て お り 、 こ れ に よ っ て 上 の
行 の 選 択 信 号 が Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル に な っ て い る 後 半 の １ Ｈ 期 間 に は 、 １ 行 下 の ラ イ ン の 選 択
信 号 も Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル と な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ 行 の 選 択 信 号 は 、 イ ン バ ー タ Ｉ Ｎ Ｖ に よ り 反 転 さ れ た Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ と し て 出 力 さ
れ る と 共 に 、 次 の 行 の 選 択 信 号 が 入 力 さ れ る ナ ン ド ゲ ー ト Ｎ Ａ Ｎ Ｄ を 介 し 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｉ
－ １ が 出 力 さ れ る 。 選 択 信 号 は 、 順 次 ２ つ ず つ Ｈ ｉ ｇ ｈ レ ベ ル と な る た め 、 図 ２ に 示 し た
Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｖ － １ ， ２ 、 ３ 、 ・ ・ 、 Ｗ ｒ ｉ ｔ ｅ Ｉ － １ ， ２ ， ３ ， ・ ・ ・ が そ れ ぞ れ １ つ の
垂 直 シ フ ト レ ジ ス タ ３ ２ の 出 力 に 基 づ い て 、 各 行 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 図 ４ の 回 路 に よ っ て 、 図 ２ に 示 し た 信 号 が 出 力 さ れ 、 上 述 し た 各 画 素
の 表 示 動 作 が 行 わ れ る 。 特 に 、 本 実 施 形 態 の 回 路 に よ れ ば 、 各 画 素 の 表 示 に お い て 、 点 順
次 で 電 圧 信 号 Ｖ ｏ ｐ ｅ が 補 助 容 量 Ｃ に 書 き 込 ま れ 、 そ の 後 １ Ｈ の 期 間 に お い て 、 電 流 信 号
Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ に 流 し た 状 態 で の 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ の ゲ ー ト 電 圧 を 補 助 容 量
Ｃ に 書 き 込 む 。 そ し て 、 そ の 後 の １ Ｈ の 期 間 補 助 容 量 Ｃ に 書 き 込 ま れ た 電 圧 に よ っ て 駆 動
Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ に 流 れ る 電 流 が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ に 流 れ 発 光 す る 。 こ の よ う に 、 予 め 補 助 容 量
Ｃ に 電 圧 書 き 込 み を 行 う た め 、 デ ー タ の 書 き 込 み に 必 要 な 時 間 が 少 な く て よ く 、 多 階 調 の
デ ー タ を 比 較 的 短 い 時 間 で 補 助 容 量 Ｃ に 書 き 込 む こ と が で き る 。 そ し て 、 実 際 に 補 助 容 量
Ｃ に 書 き 込 ま れ る デ ー タ は 、 電 流 Ｉ ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を 駆 動 Ｔ Ｆ Ｔ １ ０ に 流 し て 決 定 さ れ る 直 接
指 定 方 式 で あ り 、 非 常 に 正 確 な デ ー タ 書 き 込 み を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 な お 、 上 述 の 例 で は 、 デ ー タ ラ イ ン を ２ 本 と し て 、 １ Ｈ 期 間 電 流 に よ る デ ー タ 書 き 込 み
を 行 っ た が 、 デ ー タ ラ イ ン は ２ 本 に 限 ら ず 、 そ れ 以 上 に し て も よ い 。 例 え ば 、 ３ 本 と し て
２ Ｈ の 期 間 電 流 に よ る デ ー タ 書 き 込 み を 行 っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 画 素 回 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 回 路 動 作 を 説 明 す る た め の 制 御 ク ロ ッ ク の タ イ ミ ン グ チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｖ ｏ ｐ ｅ を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 周 辺 回 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 従 来 の 間 接 指 定 の 画 素 回 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 直 接 指 定 の 画 素 回 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 １ ０ ， １ ２ ， １ ６ ， １ ８ 　 Ｔ Ｆ Ｔ 、 １ ４ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、 ３ ０ 　 水 平 シ フ ト レ ジ ス タ （
Ｈ Ｓ Ｒ ） 、 ３ ２ 　 垂 直 シ フ ト レ ジ ス タ （ Ｖ Ｓ Ｒ ） 、 Ｃ 　 補 助 容 量 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(14) JP 2004-318093 A 2004.11.11



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(15) JP 2004-318093 A 2004.11.11



专利名称(译) 发光显示器及其驱动方法，电致发光显示电路和电致发光显示器

公开(公告)号 JP2004318093A 公开(公告)日 2004-11-11

申请号 JP2004076973 申请日 2004-03-17

[标]申请(专利权)人(译) 三洋电机株式会社

申请(专利权)人(译) 三洋电机株式会社

[标]发明人 松本昭一郎

发明人 松本 昭一郎

IPC分类号 H01L51/50 G09F9/30 G09G3/00 G09G3/20 G09G3/30 G09G3/32 H01J1/304 H01L27/32 H05B33/00 
H05B33/08 H05B33/14

CPC分类号 G09G3/3266 G09G3/3283 G09G3/3291 G09G2300/0814 G09G2300/0861 G09G2310/0251 G09G2320
/0233 E02B3/129

FI分类号 G09G3/30.J G09G3/30.K G09F9/30.365.Z G09G3/20.621.A G09G3/20.621.F G09G3/20.624.B G09G3
/20.641.D H05B33/14.A G09F9/30.365 G09G3/3241 G09G3/3266 G09G3/3275 H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/GA00 3K007/GA04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080
/DD08 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 5C094/AA05 5C094/AA07 
5C094/AA13 5C094/BA03 5C094/BA27 5C094/CA19 5C094/EA04 5C094/FB01 5C094/FB19 5C094
/FB20 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC11 3K107/CC35 3K107/EE03 3K107/HH00 3K107/HH04 
3K107/HH05 5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/CA02 5C380/CA08 5C380/CA09 5C380/CA24 5C380
/CB01 5C380/CC14 5C380/CC26 5C380/CC33 5C380/CC39 5C380/CC64 5C380/CD014 5C380/CF07 
5C380/CF23 5C380/CF32 5C380/DA02 5C380/DA06

代理人(译) 吉田健治
石田 纯

优先权 2003094084 2003-03-31 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在执行准确的写数据时，减少写操作所需的时间。 在包
括根据供给的电流发光的发光元件的发光显示器中，驱动电流产生元件
（10）产生驱动电流，该驱动电流用于使发光元件（14）发光，并通过
该发光元件发光。 根据与数量有关的数据的电压信号和电流信号被依次
连接到数据线（DL）和数据线，并且根据与发光量有关的数据的电压信
号和电流信号被提供充电电压。 并依次保持电压保持元件（C）。 通过
基于由电压保持元件保持的电流信号根据充电电压将由驱动电流产生元
件产生的驱动电流提供给发光元件，可以根据关于发光量的数据精确地
产生驱动电流。 同时，可以缩短将数据写入电压保持元件所需的时间。 
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